
　生活者から見た洗剤と環境問題

●清潔な行動と洗剤

●洗浄の歴史

●洗剤と環境問題

●最近の洗濯に関する動向

　　　　　　富山国際大学　　尾畑納子

なぜ、洗浄に洗剤が有効か？

熱湯
洗剤の作用
アルコール
塩素消毒

　清潔に洗剤が必要な理由

まず除菌→　　増やさない　→　　殺菌

除菌・・・洗剤による除去

新型インフルエンザ対策、中毒対策でまずは

　　ウイルス、細菌の除去の徹底

微生物やウイルの大きさは

　カビ(5～7μ)、細菌（0.5μ）、ウイルス（0.015μ）
　家、からだの中：100種類以上の微生物100兆個、
　　　　　　　　　　　　1ｋｇ～1.5ｋｇ

：：：

洗濯の基礎

汚れ：体から出る汚れ（mg／布g）
　　部位　　　　　皮脂汚れ　　　　たんぱく汚れ
　　 首　　　　　　　４８．３　　　　　　９．２
　　 背中　　　　 　３０．５　 　　　　７．１
　　 腕　　　　　　　２５．９　　　　　　６．０
　 かかと　　　　　２８．６　　　　　１７．６

　　　　ほこり（0.1～70　ミクロン）重量比(布１ｇあたり）
　　2.2～3.3（66％）0.1～0.2　（13.3%）1.2～2.2（12％)
　　3.3～70（5.5％）0.5～1.0（3.5％）
・除去条件　　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　洗剤（界面活性剤） 　　汚れ　　　　機械力(洗濯機）
　　　　　　　　　水（機能水　） 　 　繊維　　　　　 温度
　　　　　　　　

化学作用：物理作用＝１：１　

タオル　　70g　
肌シャツ　150g
バスタオル300ｇ
靴下　　50g

洗剤の成分

界面活性剤

　　　20％～98％
助剤　（界面活性剤の働きを助ける）

　　　工程剤（硫酸ナトリウム）、炭酸ナトリウム、

　　　再汚染防止剤（水溶性高分子）、軟水化剤　

添加剤

　　　酵素、漂白剤、蛍光増白剤、柔軟剤など

洗濯の変遷①



　 古代 水で「洗うこと」は宗教的な「みそぎ」の儀式。

■　1873年（明治6年） 日本で初めて、洗濯屋向けの石けんが発売

■　1888年（明治21年） 国内初の一般向け石けんが発売

■　1937年（昭和12年） 石けんでの洗濯が難しいウール製品用に中性洗剤が発売

■　1950年代以降 洗剤が本格普及

■　1950年代中頃～ 合成洗剤と電気洗濯機が普及

日本の洗濯の変化

むくろじの実の皮
灰汁、ぬか、さいかち

むくろじの実の皮
灰汁、ぬか、さいかち

洗濯の変遷② 洗濯の変遷③昔の入浴と洗濯

湯洗い（婦人たしなみ草） 灰汁洗い（松本みつわ草）

洗濯の変遷④ 洗濯の変遷⑤

石けん合計

　　洗剤生産量と 技術変遷⑦

ライオン生活科学シリーズ１より

洗濯の変遷⑧洗濯機の登場
　　　

二層式洗濯機

ドラム式・洗濯乾燥機

重労働であった洗濯からの解放、

主婦の利便性、省力型の追求」

　　　　　　　

節電・省エネ重視型へ

　　



地球環境（自然環境）

地域、街、都市環境

生活環境

人

食や衣や住の環境
人と健康・有害性

環境政策
国際条約 環境経営

環境経済

　　　　環境の概念

洗剤による河川の汚染 ネパールの洗濯

洗剤と環境問題

洗浄と環境問題

①洗剤を使用しない洗浄環境

②1950年頃までの洗浄
③1960年から1980年頃の洗剤と環境問題
　・地域的な環境問題

　・1951年市販合成洗剤（ABS)⇒1968年ソフト化
　・1965年富栄養化問題⇒1975年無リン化
④1990年以降の洗浄と環境問題
　　・フロンのオゾン層破壊、CO2による温暖化・水質汚濁・

土壌汚染の進行、資源の減少

⑤これからの環境問題とその予測

生活排水の汚れ

一人1日当りの水環境への負荷割合
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富山県内の水環境
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環境白書（平成20年度富山県版より作成）

河川91.2％，海域74.5％
湖沼55.6％　平均86.3％

神通川の汚染実態（ＢＯＤ）
BOD
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洗剤の生分解機構

　　　　　　　　微生物　酸素

　　　　　　　　　　↓

　界面活性剤　→　　　二酸化炭素　＋　水

C-・・・-C-Ｃ-ＣOO･Na 　　ＣＯ2 　　　　　Ｈ2Ｏ　　

　

　

　ビルダー　→　無機ビルダー　NaCO３　など
　　　　　　　　　　有機ビルダー　CMC（糊）
　分解しにくい→　蛍光増白剤、ゼオライト　

洗剤の環境影響評価 ライオン生活科学シリーズ５より

最近の洗濯に関する動向

1）保有洗濯機のタイプ(2007年)・・・
　　縦型全自動66％、縦型乾燥機能付19％、
　 　　　ドラム式12％、二槽式3％
　　　　→　　　　大型化、節水型　　→水に溶けない

2）消費者の洗剤への要求・・・
　　　　　　　　　　洗浄性、香り、柔軟効果、すすぎ
3）洗剤と環境訴求（ＣＯ2）・・・
　　原料転換（石油から植物油脂へ）

　ＬＣＡ（ライフサイクルアセスメント）：原料の調達から廃棄ま
でのトータルで環境への負荷を算出する考え方

洗濯の頻度
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洗剤の選択基準
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環境負荷低減と洗浄に関する情報

洗剤成分

（界面活性剤：分解性向上・原料転換，

　ビルダ－：ゼオラオトの減量化、多様な酵素と液体化
への対応，柔軟剤：濃縮型構造への改良など）

機能水の活用

　　（電解水、クラスター水など）

繊維表面の改良（超親水化汚れない衣料開発）

洗濯機の改良（節水型、省エネ型乾燥機）

機能水の洗浄と水環境負荷
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酵素添加系でのSDS濃度の影響
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市販洗剤を使用した場合の
洗浄率

酵素（kannase 0.01%）と
界面活性剤（SDS）
の共存系での効果につい
て調べた結果。
　アルカリ電解水に酵素を
添加した系でのSDS濃度
の影響を調べると、2～
4mmol/l添加によって除去
効果が
現れた。

故郷の森、水を守る～森林整備活動

第1回大学周辺の森林づくり活動
ノエビア富山と富山国際大学共催活動、
2009.5月,10月
　　皆さんも一度参加しませんか！！


